
掲載数 78

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小４
総合的な
学習の時

間
共に生きる

　くらしやすいまちづくりにするために、身体の不自由な人々の生活や困っていること、
願いについて講師の話を聞いたり、点字体験やパラリンピックの動画を見たりして学ん
だ。自分たちにできることを調べたことをもとに考え、福祉を自分事に捉え、自分のいの
ちも人のいのちも大切にしようとする態度が見られた。

講師：盲導犬ユーザーの方
と盲導犬
道徳の授業「思いやり」と
も関連させた

2 川崎市 小５
総合的な
学習の時

間

平間ガサガサ探
検隊

　学区に沿って流れる多摩川に行って生き物探しを体験し、そのことをきっかけに、アユ
やナマズを飼育することにした。毎日世話をする中でいのちについて考えたり、表現活動
を通して、健康で安全に生きることについて考えることにつなげた。

3 川崎市 小６
総合的な
学習の時

間

多文化共生
「Together　と
もにＷＡ！にな
ろう」

　川崎市には多くの外国から来た方が住んでいる。児童が住む地域にも、様々な国から来
て日本で生活する人々がたくさんいる。「外国の方とともに生きるためにどんなことを大
切にしたらよいのだろう」と探究課題を設定し、川崎市多文化共生課や川崎市国際交流協
会の方から川崎市の現状や取組について話を聞いたり、東京大学大学院の国際文化パート
ナーズの方たちと交流したりして、考えを深めていった。相手のことを知りその人のこと
を理解しようとすること、自分と相手との違いを認め合おうとすることの大切さに気付
き、ともに生き、ともによりよい社会をつくっていくことの重要性を理解することができ
た。

川崎市多文化共生課
川崎市国際交流協会
東京大学大学院・国際文
化パートナーズ

4 川崎市 小５
総合的な
学習の時

間

上丸子防災広報
室

　一昨年の台風で被災した児童たちは「安心して暮らしたい」「台風への備えを知りた
い」という思いをもって活動に取り組んだ。災害時にどうすれば自分や家族、身の回りの
人たちが安全に行動できるかということに関心をもち、川崎市危機管理室職員、京浜河川
事務所職員から話を聞いた。ゲストティーチャーから、事前に備えることの大切さを聞
き、災害時に冷静に命を守る行動をできるようになりたいとマイタイムラインを作成し
た。自分たちだけでなく身の回りの人も安心して暮らせるように、マイタイムラインづく
りを通して学んだ自助の大切さを伝える活動を行った。

川崎市危機管理室職員
京浜河川事務所職員

5 川崎市 小４
総合的な
学習の時

間

「命を大切にす
る」とはどうい
うことだろう

　詩「しかえししないよ」から、感じたこと、考えたことを友達と交流しながら、命を大
切にすることは自分の時間を誰かのために使うことだという考え知り、今の自分を振り返
るとともに、今後よりよく生きようとする心情を育てる。総合学習のテーマ「みんなのた
めに」と関連して行う。

講師：日野原重明記念
「新老人の会」
東京　会員・世話人

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【総合的な学習の時間】



6 川崎市 小４
総合的な
学習の時

間

「いのちのはな
し」

　保健の学習で「育ちゆく体とわたし」について学習する。「思春期になると心と体は次
第に大人に近づき、体つきが変わったり、いのちのもとが作られるようになったりする」
ことを学ぶ学習の発展的な内容として、『いのちの大切さ』について考える機会を毎年設
定している。今年度も助産師さんからいのちの大切さについて講話を聞いた後、胎児の模
型や新生児人形に触ったり、胎児の心音を聞いたりするなど体験的な学習を行った。学ん
だことを振り返り、自らの生活に生かしていく。

神奈川県助産師会

7 川崎市 小６
総合的な
学習の時

間

未来設計図

　総合的な学習の時間の一環として、東京パラリンピックに出場した選手に話を伺った。
事故によって抱えてしまった障害。それとどう向き合っているのか、話を真剣に聴く子ど
もたちの様子が見られた。どんな状況に陥っても、決して自分の命を無駄にしない事、自
分の個性として障害と向き合うことの大切さを伝えていた。子どもたちが書いた講師への
手紙には、どんな状況になっても命を大切にしていきたいと表現していた子供がいた。

講師
パラリンピック水泳選手

8 川崎市 小６
総合的な
学習の時

間

防災教育
「明日へつなぐ
もの」

　岩手県の６年生が実際に震災を体験した後、どのように避難訓練に取り組んでいるのか
を知った。自分たちとの意識の差は、被災した経験からきていると考えた。しかし被災の
経験が少ないため、まずは災害が起きたらどうなるのか調べた。その後、命を守るために
自分たちにできることは何か考えた。自宅や公園にいるとき、また通学途中などに被災し
たときの身を守る方法や、日頃からもっておくとよい物などをまとめた防災パンフレット
を作成した。

社会科「突然の大地震と
津波」

9 川崎市 小５
総合的な
学習の時

間

「いのちの学習
・体験」\理科
「ヒトのた
 んじょう」の
 発展的な扱い

　助産師さんを講師として招き、妊婦さんや出産の際のお話をしていただいたり、産まれ
たばかりの赤ちゃんの心音を聞かせていただいたりすることで、命の尊さや大切さを感
じ、親や周囲の人達から愛情をもって産まれ育てられたことを改めて考えることができ
た。
　新生児人形や胎児人形を抱くことで、小さな命が守られて育てられたことや命の重さを
感じることもできた。
　妊婦ジャケット体験と小さい子を喜ばせるためのおもちゃ作りを通して、相手の立場に
立った行動ができているかを見直し、相手のことを考えて行動することの大切さを理解す
ることができた。

特定非営利活動法人「まま
とんきっず」
　助産師さん１名
　スタッフ5名
＜使用教材＞
・妊婦体験ジャケット
・胎児人形セット
・新生児人形
・赤ちゃんおもちゃ作
　りの材料

10 川崎市 小４
総合的な
学習の時

間

防災教育「自分
の命は自分で守
る」

　本校の４年生では、社会科で自然災害に備えるまちづくりについての基礎知識や自治体
の取り組みついてを学習した後、総合的な学習の時間で、防災について自分事として考え
ていく学習の流れとなっている。本時では、実家が東日本大震災で被災した本校教員の話
を、実際の写真を見ながら直接聞くことで、児童が生まれる前に起こった「震災」を身近
に感じ、これから追究していきたい課題を考えられるようにした。
　身近な人に直接話を聞いたことで、震災はいつ起こるかわからないこと、起こった場
合、自分の命は自分で守らなければならないこと、そのために、たくさんのことを知って
おかなければいけないことをより深く実感することができた。

講師：本校音楽専科
講師の作成したプレゼン
テーション資料（写真入
り）があることで、より
震災の被害について知る
ことができた。



11 相模原市 小５
総合的な
学習の時

間
米作り

　５年生は地域の方に聞きながら田植え、稲刈り、脱穀を体験した。稲刈りし、脱穀した
あとの米を大切に拾い集めて米袋に入れた。ふだん食べているご飯が一粒一粒の「いの
ち」の集まりであること、一年かけて色々な作業を経てつくられることを学習し、テーマ
ごとに新聞にまとめた。その後、収穫した米をどうするか考えアイディアを出し合うこと
で、食料生産について、つくる人の思いについて、考えることができた。

12 相模原市 小４
総合的な
学習の時

間

蚕の飼育を通し
て

  ３年時に社会で学習した「相模原は養蚕が盛んだった。」ことをきっかけに自ら蚕を飼
育し、養蚕業への理解、命の大切さ、命と引き換えにいただいたまゆのありがたみや使用
方法などを飼育を通して学習していった。飼育の前に相模原市立博物館の学芸員の秋山先
生をお招きし、養蚕業として蚕を育てる意義や飼育方法などを講義してもらってから飼育
を始めた。蚕のまゆを活用し「まゆクラフト」を作成したり、遠足で「シルク博物館」に
行ったり、まゆから取れる「セリシン」を使用した石けん作りなどを行い、命と引き換え
にいただいたまゆの大切さを実感していた。

相模原市立博物館
学芸員

13 相模原市 小４
総合的な
学習の時

間
カイコの命

  カイコの飼育を通して、家畜化されたカイコの命についてや命と引き換えにもらう繭に
ついて体験的に学習を行った。ペットとは違うことを理解し、飼育することで「命をいた
だいていること」に気づき、カイコや繭を大切にしようという姿勢が見られた。

14 相模原市 小４
総合的な
学習の時

間

防災教育
「マイタイムライ
ンの作成」

　小学校が土砂災害に遭ったことから、自然災害に備えることの大切さを知った。授業で
は、ハザードマップで避難所を確認したり、マイタイムライン(避難計画)を作成した。作
成することにより、災害時に自分や家族の命を守るためにはどうしたらよいか、自分には
何ができるかを考える機会となった。

講師は、市役所職員

15 相模原市 小４
総合的な
学習の時

間
多様性と調和

　総合的な学習の時間で、パラリンピック・パラスポーツをきっかけとして、福祉に関す
る調べ学習を行っている。１学期にはボッチャやゴールボールなどのパラスポーツを体験
し、パラスポーツの難しさや選手のすごさを体感した。２学期にはパラリンピックの映像
を見たりタブレットで調べたりして、より詳しくパラスポーツに触れることができ、一人
ひとりがスライドや新聞にまとめることで学びを深めていった。

国際パラリンピック委員会
公認教材「I'm POSSIBLE」
【授業用シート】小学生版
NHK 東京2020パラリンピッ
クサイト
NHKアニメワールド「アニ×
パラ」

16 相模原市 小５
総合的な
学習の時

間

国連ＵＮＨＣＲ
協会「難民支援
の現状」

　総合的な学習の時間で、「広げよう！五つ星のSDGｓプロジェクト」という目標を掲
げ、寄付活動に取り組んでいる。社会福祉協議会の方のお話を聞き、自分たちが作った作
物を子ども食堂に寄付したり、自分たちの知識を広げる講習会などを開催し、難民支援の
考えを広げると共に募金活動を行った。難民支援をしている国連ＵＮＨＣＲ協会を調べ、
寄付先に決定し、さらに広報の方の話を直接聞くことで、自分たちの活動を価値付け、学
びを深めていった。

講師：国連ＵＮＨＣＲ協
会（広報）
相模原市社会福祉協議会



17 相模原市 小５
総合的な
学習の時

間
国境なき医師団

　人間の生命の尊さについての理解を深め、学校・家庭・地域における人権尊重の意識の
高揚を図る。
　人権尊重、生命の尊さ、国際理解などを講話で聞く。

講師は、国連ＮＧＯ横浜
国際人権センター会長

18 相模原市 小５
総合的な
学習の時

間
SDGｓ

　総合的な学習の時間で「SDGｓ」について考えているときに、トランスジェンダーとい
う言葉を発見し、ジェンダー平等についてその内容を学習した。クラス全体で、「どうい
う言葉が差別につながるかの？」話し合った。話し合いを通じて子どもたち自身が普段の
何気ない言葉掛けが相手を不快にさせる差別につながることを学習することができた。

担任

19 相模原市 小３
総合的な
学習の時

間

地域の安全マッ
プをつくろう

　社会科で警察の仕事について学習をした。実際に警察官の話を聞き、事故や事件から地
域の住民を守っている警察の仕事について理解を深めた。学習後、自分たちにできること
を考えて話し合った。話し合いが進むと、地域の安全マップを作り下級生に地域の安全に
ついて伝えていくことになった。

講師：相模原南警察署警察官
　地域に実際に出て調査する
ことで、地域の安全について
理解を深めることができ、安
全マップ作りへのイメージが
もてた。

20 相模原市 小４
総合的な
学習の時

間

身近な環境問題
について考えよ
う

　環境問題について調べる中で、児童は食品ロスの問題があることに気づいた。その問題
を解決するために段ボールコンポストを作りたいと考えた。講師を招き、段ボールコンポ
ストの作り方を学んだ。段ボールコンポストを使い、野菜の切りくずなどから肥料を作り
出し、それを使って植物を育てることで、環境は循環できることに気づいた。

生ゴミ４Rアドバイザー

21 相模原市 小５
総合的な
学習の時
間

「お米の栽培」

　いただいたお米の苗を育て、収穫し、食べるところまで行った。１年を通して１つの植
物を育てるという経験から、育てること・作ることの難しさや大切さはもちろん、当たり
前のように食事できていることに対する感謝や、命が続いていることについて、子どもた
ちは考えることができた。

お米の苗はＪＡより

22 横須賀市 小５
総合的な
学習の時
間

バケツ稲

　米作りを通して、毎日当たり前のように食べているお米がどれだけ貴重で、多くの人が
手間をかけておいしいお米をつくっているかを知る。
・お米を作るのは、食べるのは一瞬だけど作るのは大変
・自分たちが作ったバケツ稲は、どのくらいのお米が
　できるのかな？
　作る大変さやお米ができるまでの過程を知ることで、作っている人に感謝するのはもち
ろん、それを食べて健康に暮らせていることを改めて実感していた。

パルシステム
オリジナル資料
（社会　米作り）

23 横須賀市 小５
総合的な
学習の時
間

「米づくり」の
面白さや工夫と
生活への広がり

　学校にある田んぼを使って米作りを行った。米作りを行う前に事前に稲や作業工程につ
いて調べた。講師の方からは、田植え、稲刈りなど具体的な作業について伺い、活動を
行った。また、稲の色が黒くなったことについて疑問を持ち、対処の仕方を講師に伺うこ
とで、手間をかけることの重要性について考えた。また、田の観察では、オタマジャク
シ、ヤゴなど自然の生き物が田に集まっていることに気付き、生き物の命の尊さについて
実感を深めた。

講師は稲作に詳しい
地域の方にお願いした。
社会「米づくりのさかん
な地域」と関連させた。



24 横須賀市 小６
総合的な
学習の時
間

教え子を救った
龍崎先生

  ６年生が総合で地域の歴史について調べ学習を行った。そして、地域にとっても本校に
とっても大切な歴史である１９４２年１１月１９日の龍崎先生のことについても調べた。
当時本校の教員だった龍崎先生が、校外学習の引率の際、踏切に走り出た児童を守り命を
落としたことや、強い責任感からくる龍崎先生の行動は当時大きく報道され顕彰碑が建て
られたことなどを校内放送で発表した。自分の命をかけてまで児童の命を救った龍崎先生
の行動から、「命のたいせつさ」について全校で考えることができた。

給食の時間に６年生の代表が
全校に向け発表し、各学級そ
れをもとに命について考え話
し合った。
児童にとって毎日目にする顕
彰碑について話すことで、よ
り深く命について考えること
ができた。

25 横須賀市 小３
総合的な
学習の時
間

生物・環境

　蚕の飼育を通して、生物の多様性や環境と自分たちの関わりを考えた。また蚕との関わ
りから、生命を尊重していく態度を養った。家庭で飼育をしたことがない児童にとって
は、直に蚕と向き合うことで愛着が生まれ、大切に飼育しようとする気持ちが育っていっ
た。

図鑑など

26 横須賀市 小３
総合的な
学習の時
間

危険予測
けが防止

　学校生活での事故やけがにつながる危険な行為ついて理解を深め、予防法を学習した。
また、安全な学校生活を送るためのケガ防止ポスターを作り他学年にも周知した。
　その後、実際につかっている公園の安全性や通学路の危険な場所についても話題にし、
危険に対しての意識向上をはかった。

27 横須賀市 小４
総合的な
学習の時

間

だれもがかかわ
り合えるように

　ＴＯＫＹＯ２０２０パラリンピック開催に際し、パラ競技や参加選手、その競技の特徴
や様々なルール・道具の工夫などについて調べた。その中で児童たちは、選手たちが自ら
の障がいと向き合い、自らの可能性を伸ばす努力をし、競技やパラリンピックに取り組ん
でいることを知った。また選手だけでなく、選手を支える様々な支援者の存在に気付き、
互いに支え合って競技をしている姿に驚き、応援の声を高めていった。実際のパラリン
ピックで活躍している選手のすがたを見てその中でいのちを輝かせつつ活躍する選手やそ
の支援者に改めてエールを送り、自分たちにもできる支援について具体的に話し合った。

ＴＯＫＹＯ２０２０パラリ
ンピック映像
Ｉ’ｍ ｐｏｓｓｉｂｌｅ
パラリンピック教育教材

28 横須賀市 小６
総合的な
学習の時

間

災害に強いまち
づくり

　「地域のためになること」を考える中から児童自ら「防災」をテーマにした。地域の避
難所や避難訓練、市の危機管理課の方のお話などを通して、防災に強いまちを探究した。

防災を学びながら、SDGｓのことや命の大切さ、地域の一員としての自分たちなど、
様々な視点から学習を深めていった。

実施月は10月にしたが、年
間を通した取組。（学級総
合）
市の危機管理課や近隣の自
治会の方の協力を得なが
ら、探究活動を行った。

29 横須賀市 小５
総合的な
学習の時

間

わたしたちの健
康生活in大塚台

　児童が自分たちの生活を見直していく中で、「生活面」を向上させよう、と考えた。そ
のような考えの中で「地域の人々の健康を高めようとしている人々」と出会う中で、「わ
たしたちの健康生活」というテーマにした。
　「わたしたちの」から仲間や地域の人々など他人を思いやる気持ちであったり、健康に
生きるとは何かといったことを探究していった。コロナ禍でできることを考え、どのよう
に発信していくかも模索していく活動である。

実施月は７月としたが、年間
を通した取組。（学級総合）
地 域 の 方 を ゲ ス ト テ ィ ー
チャーとして招き（感染が拡
大しているときはリモートで
のやりとり）、健康について
の考えを深めた。



30 横須賀市 小３
総合的な
学習の時

間

みんながうれし
い暮らし

　総合的な学習の時間に「岩戸の町」をテーマに学習を進め、みんながうれしい暮らしが
できるためには、どうしたらよいかというテーマで学習を進めた。そのヒントを得るため
に、テレビでパラリンピックを視聴したり、インターネットで動画を視聴したりして、障
がいのある方々への理解を深めた。子どもたちは自分とは違う立場の人に思いを向けよう
とする意欲が芽生えたり、共通する部分を考えたりしていた。そして、授業のふりかえり
では、「岩戸の町だけでなく、みんながくらしやすい世界になるといいね。」という気付
きが生まれ、世界に目を向けることもできた。

NHK総合 パラリンピック
（水泳）
NHK for School がんば
れ！パラスポキッズ（パ
ラ陸上 ～渋沢くるみさ
ん～）

31 湘南・三浦 小３
総合的な
学習の時

間

自然の素晴らし
さを守り、人々
の生活に役立て
る工夫を知る

　蚕を卵から育て、その成長を見守りながら、１学期は５齢に達した蚕の絵を描いた。最
初は虫が嫌いと言っていた児童も、じっくりと観察することができていた。また、手に乗
せることができるようになった児童もいた。
２学期は、繭を使って、繭人形、生糸のストラップ作りを行った。どちらも生糸の質感に
感動しながら、蚕の命をもらって作品作りを行っている自覚をもって活動することができ
た。

担任

32 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間

昔の食生活を支
えた土器をつ
くってみよう

　５、６年生が図工科・社会科・総合的な学習の時間で、縄文時代の土器づくりに取り組
んだ。フラワーセンターに野焼き用の木をもらいにいき、講師を招いて野焼きを行った。
５、６年生児童は焼く体験をし、また昼休みには、焼いている様子をたくさんの児童が見
学した。火の熱さ、準備の大変さ、また焼いている間に土器が割れてしまうなど、昔の時
代、生きることのたいへんさを感じ、「土器づくりって難しい」「縄文人ってすごい」
「生きるために土器づくりを考えたのはすごい」など、いにしえの技や脈々とつながる文
化の発展を感じることができたようだ。

画家講師
5年生児童 6年生児童野
焼き用資材
（土器づくり用ねん土
木 ブロック ござ ト
タン）

33 湘南・三浦 小５
総合的な
学習の時

間

「収穫祭」
自然や地域の方々
に感謝して収穫し
たお米を食べよう

地域の方々（NPO法人山崎・谷戸の会）と協力して、鎌倉中央公園内の田んぼで「田お
こし」から始め、育てられたお米をかまどで炊いていただいた。自然と作物の命に感謝し
てお米をいただく「収穫祭」を通して命への感謝について考えることができた。

協力「NPO法人山崎・谷戸
の会」

34 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間

「SDGｓ」
環境破壊を地球全
体の問題としてと
らえ、様々な取り
組みを考えよう

「SDGｓ」について知り、その中で環境を守ることで命を守ることの大切さについて考
えた。自分たちでできることを考えて、海洋の生態系や海洋動物に悪影響がある「マイク
ロプラスティック」について調べるため「ビーチクリーン」に参加した。

協力「公益財団法人
かながわ海岸美化財団」

35 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間
「食育」

栄養士により、５大栄養素の授業を行い、その後、リクエストメニューを6年生が考
え、プレゼンをした。

栄養士



36 湘南・三浦 小５
総合的な
学習の時

間
「人権教室」

　「人権とは何か」という話があり、子どもたちは「誰もがもつ命と幸せを守る権利」で
あると理解している様子だった。その中で、その人権が尊重されない国や時代があったこ
とを動画を通して学んだ。あたり前に過ごしている日常がどれだけ幸せなものか、子ども
たちは気づき、そして大切にして過ごしていくことを心に決める様子もあった。

講師は、横浜国際人権セ
ンター　会長

37 湘南・三浦 小３
総合的な
学習の時

間
大豆のへんしん

　国語の「すがたを変える大豆」の学習後に、身近な給食と関わらせながら、大豆の栄養
について学び、また、大豆がいろいろな食品に加工されていることを知り、心身の成長や
健康の保持増進のための食について考えるきっかけとした。大豆が苦手な子が多い中で、
食に関心を持ち、日々食べている給食に栄養素の豊富な大豆がよく使われていることを知
るとともに、自ら食べようとする意識を持てた。

本校栄養士

38 湘南・三浦 小４
総合的な
学習の時

間
ビーチクリーン

　自分たちの生活から出るプラスチックゴミが、河川や雨水溝を通じて海に運ばれて海岸
ゴミとなり、さらにマイクロプラスチックとなって海で暮らす動物たちへの被害など、海
洋汚染をしていることを知り、環境への意識を高める。地球で生きるすべての生き物の命
を大切にするためには、自分たち一人ひとりの行動が大切であるということに気づき、命
や海を大切にするために自分たちができる行動は何かについて話し合った。

公益財団法人かながわ
海岸美化財団

39 湘南・三浦 小４
総合的な
学習の時

間
福祉教育

　１月の総合的な学習の時間で福祉の分野について、学習を行った。資料を使いながら、
障害の種類や、障害がある方への対応の方法などを学び、障害についての理解を深めた。
また、アイマスクを使って、目の不自由な状態がどういうものかの実体験や、パラリン
ピックスポーツにチャレンジしようということで、ボッチャをみんなで体験した。

藤沢市 心のバリアフ
リーハンドブック

40 湘南・三浦 小３
総合的な
学習の時

間

地域人材を活用
した食育指導

給食の食材を学校に納品している学区の農家の方に来ていただき、小豆のこと、植え
方、育て方をその都度指導していただいた。丁寧に育てても収穫できた小豆の量は僅かで
あり、児童は命をつないでいくことの難しさを育てていく体験を通して感じたようであっ
た。
　また、自分たちの体験をまとめ、体育館で２・４年生に発表したことで、学んだことの
定着がみられた。

地域の農家の方
２・４年生

41 湘南・三浦 小４
総合的な
学習の時

間
地域の安全

　私たちが何気なく利用している自転車。茅ヶ崎市は、自転車利用率が高く、その分事故
も多い。そこで、子どもたち自身で、地域に目を向け事故が起こりやすい場所はどこか、
学区地図を広げ、実際に見通しが悪く、標識がないような場所をピックアップし、保護者
の力を借りながら自分の目で確かめた。そして、夏休みを使って自転車事故防止を呼びか
けるポスターを作った。そのポスターから１クラス１つ代表の絵として選び、学区で自転
車事故が起こりやすい場所にステッカーを貼った。このような活動を通して、改めて自転
車事故防止について考えるきっかけとなった。

オリジナル『自転車止ま
れ』ステッカー大作戦！
茅ヶ崎市都市政策課



42 湘南・三浦 小３
総合的な
学習の時

間

カイコの繭から
糸をとろう

　カイコを育てることを通して命について考えた。糸を取るためには、カイコの命を途中
で終わらせる必要があること、羽化させたとしても子孫を残すことはできないこと、カイ
コは自然界で生きていくことができないことを知り、どう育てるべきかを考えた。子ども
たちの話し合いでは、「いのちが次に繋げられないなら、糸にした方がいのちが無駄にな
らない」などの意見が出ており、生物の命の重さについて深く考えることができた。

43 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間
CAPプログラム

　６年生を対象に、生きる権利や暴力から身を守ることなどについて、ロールプレイを交
えながら考えていく。その後、個別に相談を受ける時間を設け、希望者は現在抱えている
悩みについて相談した。

講師は、エンパワメント
かながわの職員３名

44 湘南・三浦 小複合
総合的な
学習の時

間

ほっとプログラ
ム

　支援級の児童を対象に、CAPプログラムを行っている講師が、CAPを支援級用にアレンジ
したプログラムを実施した。
　全ての子どもたちが暴力を受けずに生きていく権利を持っているということを伝える目
的で、いじめ、知らない人からの声かけ、いやなさわり方など、具体的な場面を想定し
て、自分を守るために「いやだ」と言える練習をした。支援級用に、パネルなどの視覚的
教材を使ってより分かりやすく工夫されていた。

講師は、エンパワメント
かながわの職員３名

45 湘南・三浦 小５
総合的な
学習の時

間
SDGs

まず、「SDGs」の17の目標や取組について知り、その中から、各自1つを選んで、調べ
学習をした。日本や世界の現状を知り、飢餓や貧困に苦しむ人がいることや地球温暖化が
進めば将来、人が住めない環境になることなどを調べ、発表した。その後、同じ目標ごと
にグループを作り、さらに詳しく調べたり、問題を解決するために、自分たちができる行
動について考えたりした。それらのことを整理し、児童や保護者に向けて発表・提案する
資料を作成した。２月に発表予定。

46 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間

減災～初声プロ
ジェクト～

　５年生の時には「防災～その時に備えて～」をテーマに地震や津波等、興味をもった内
容別にグループごとの調べ学習・発表を行った。６年生では、年間を通じて、「減災」を
テーマに、学習を進め、市の防災課の職員を招聘したり、家庭でアンケートを取ったりし
て、地域や家庭の防災対策について学んだ。そして、自分たちができることを考え、養護
教諭から応急処置の方法を学んで実習をしたり、災害時に便利なポリ袋調理法で蒸しパン
を作ったりと体験的に学んだ。これからは、災害時に、主体的にできることをやっていこ
う、地域を支える立場になっていこうとする意欲を高めることができた。

47 湘南・三浦 小６
総合的な
学習の時

間
いのちの話

　妊娠・出産・子育ての話し、妊婦疑似体験服の装着、赤ちゃんの人形の抱っこ体験、実
際の妊婦さんへのインタビューという４つの活動を体験を通して、生命の神秘について知
り、いのちの大切さや尊さについて学んだ。

助産師



48 湘南・三浦 小４
総合的な
学習の時

間
福祉

　社会福祉協議会を通じて、講師の方を招聘し、総合的な学習の時間を使って「福祉」を
テーマに学習を行った。盲導犬と一緒に暮らしている方の話を聞いたり、聴覚障がいがあ
る方が手話通訳者の方にサポートをしていただきながら、授業をやったりすることで、障
がいがある方もそうでない方も「ともに生きる」ことの大切さや、「一人ひとりを尊重し
て生きること」について改めて考え、子どもたちが「自分にできることは何か」というこ
とに向かい合い学びを深める場となった。

聴覚障がいの方 手話通
訳・盲導犬協会会員の方

49 湘南・三浦 小５
総合的な
学習の時

間

みんなで支え合
える社会を目指
して

　目隠しをした友達を誘導する体験を通して、視覚障害者の苦労を実感すると共に、声か
けやコミュニケーションの大切さを学んだ。
　車椅子体験を通して、車椅子を利用する人たちの苦労などを知ることができた。視覚障
害者誘導体験と同じで、障害者に対する声かけやコミュニケーションの大切さを学んだ。

視覚障害者支援
グループ
車椅子使用指導
グループ

50 湘南・三浦 小５
総合的な
学習の時

間

みんなで支え合
える社会を目指
して

　ダンスと手話が融合したダンスを体験することで、手話への興味・関心を高めることが
できた。

子どもたちに「社会の中での自分の役割や、社会の中での配慮」を理解させたい。今
後、学校→地域→社会へ福祉の視点をさらに広げ、今後の生活に活かしていきたい。

ユニバーサルダンス
指導者

51 県央 小５
総合的な
学習の時

間
人権教育

　車いすバスケットの体験や講師の講話を聞いた。講話では、「他者のことを自分ごとと
して考える心」「障がいとはなにか」「自分を表現する武器を見つけよう」についての話
を聞いた。２時間の交流を通して障がいをもっている人への印象が変わったという児童が
多かった。また、自分を大切にして、自分の長所を磨いていくことの重要性を知る機会と
なった。

講師は、あすチャレス
クールの方

52 県央 小５
総合的な
学習の時

間

米の栽培、収穫を
通して命の大切さ
を学ぶ

　総合的な学習の時間で米の栽培、収穫する体験を通して、生きるということは命をいた
だくということ、そして、命を育てていくことの大切さについて学んだ。

講師は地域ボランティア。
田はボランティアの方の田
をお借りして栽培、収穫の
体験を行った。

53 県央 小４
総合的な
学習の時

間

福祉教育
「人にやさし
く」

　この学習は通年で行っている。はじめに、福祉とは何かを考えた。「困難や障がいを抱
える人がいるということ。また誰にでも苦手なことなどがあり、共生社会のなかで生きて
いくために大切なこと。」を学んだ。その後、盲導犬やユニバーサルデザイン、点字と
いった自分が興味関心をもった内容について、本やクロームブックを用いて調べ学習をし
た。調べ学習の中で“福祉とは何か”を自分の言葉で改めて考える姿が見られた。

学校図書館内の書籍を児
童の研究テーマに応じて
活用した。

54 県央 小６
総合的な
学習の時

間
キャリア教育

　パラリンピックの運営に携わる方の話を伺う活動を通して、大会を実施する上でのおも
てなしの視点について知る。そのことにより、自己を見つめ、今後自分が社会の一員とし
て誰もが幸せに生きるために、どのような見方・考え方をもち、行動すればよいかを考え
た。

パラリンピック
関係者による
オンライン講話



55 県央 小４
総合的な
学習の時

間
防災学習

大和市危機管理課
・大和市の防災について講話
　　（防災マップの見方や災害時に役立つものなど）
・防災倉庫の中味と避難場所で使うもの等の説明
自衛隊第4施設群
・宿営用天幕、特殊車両、偵察用オートバイ等の解説
　児童は、災害への備えについて詳しく知ることができた。

講師：大和市危機管理課
　

講師：自衛隊第4施設群

56 県央 小４
総合的な
学習の時

間

ぼくたち
わたしたちの
ユニバーサルデ
ザイン

　総合的な学習では「ぼくたちわたしたちのユニバーサルデザイン」を通年で学習してい
る。その中で、障がいについて調べ、妊婦体験や、車いす体験など、様々な状況の人の体
験をすることを通して、多様な人々と共に生きることについて考える活動をした。

社会福祉協議会

57 県央 小６
総合的な
学習の時

間
命

　総合的学習では、年間の通して、「命」をテーマに学習を進めている。11月には、「震
災」をテーマに、ＮＨＫティーチャーズ・ライブラリーで動画を視聴し、「災害で命を失
う」とはどういうことか、危機的状況で「自分の命と他人の命」どちらを守るべきか考え
させ、感想を書いた。

ＮＨＫ
ティーチャーズ・
ライブラリー
「証言記録東日本段震災
第14回　宮城県南三陸町
～高台の学校を襲った津波～

58 県央 小４
総合的な
学習の時

間
いのちの授業

赤ちゃんが生まれてくるまで、生まれるときのお話。
　小児科医や保健師さんに来ていただき、授業を行った。母親のおなかの中での成長の様
子（小さな受精卵が約3000ｇにまで成長する様子)、おなかの中にいるときからとても大
切に思われてきたこと、生まれた時の家族の喜び、現在に至るまでの家族や周囲の愛情な
どについて学び、命の大切さについてに考えた。また、人形を使って、乳幼児の抱っこ体
験をした。

市立病院小児科

59 県央 小４
総合的な
学習の時

間

やまと♡いのちの
教室

　始めは点のような大きさだった命が、おなかの中で大きく育って誕生するまでの過程
や、人形を使って赤ちゃんが回転しながら自分の力で外の世界に出てくる過程などを見せ
てもらった。また、授業の最後には実際の赤ちゃんの重さの人形を一人ひとり抱っこをし
た。自分や友だちが歓迎されて生まれてきたことや大切にされて育てられたことを感じら
れたようだった。

講師は大和市すくすく子育て課職
員・大和市立病院小児科医・助産
師・看護師。
赤ちゃんが生まれる瞬間のDVDや赤
ちゃん人形などを使って、視覚
的・体感的にいのちの重さを感じ
ることができたようだった。

60 県央 小６
総合的な
学習の時

間

「いのち」につ
いて考えよう

　１年間を通して、「いのち」という大きなテーマを、差別・自然災害・いじめ・病気・
戦争・命の誕生の６つに分類し、児童が興味を持ったものについて調べるという形で学習
を進めている。１学期は、「命がどのように受け継がれてきたのか」や「命をおびやかす
もの」について考えた。２学期は、それぞれのテーマについて調べ、その解決について自
分ができることについて提案文を書いた。



61 県央 小６
総合的な
学習の時

間

「いのち」につ
いて考えよう

　市内消防署に務める消防士の方に実体験をもとに命の大切さについて講演をしていただ
いた。事故や災害で亡くなった方の数について提示し、命には限りがあることについて分
かりやすく説明していただいた。人命救助の最前線で活躍する方の話を子どもたちは真剣
に聞いていた。授業後には、「身近に危険がたくさんあることを学んだ」「人命救助で自
分にもできることがあるので、もしもの時に役立てたい」等の感想を書いていた。

市内消防署職員
実体験をもとに命の大切さ
についてお話してくださっ
た。命には限りがあること
について分かりやすく説明
していただいた。

62 県央 小４
総合的な
学習の時

間

「車いすバスケッ
トを通して、相互
理解を深めよう」

　講師に来校いただき、車いすバスケットの体験を行った。その際に、選手へのインタ
ビュー活動を取り入れた。その中で、選手から「死のうと思ったことがある、しかし、車
いすバスケットというやりがいを見つけ、生きようと思った」という話を児童は関心を
持って聞き、命の大切さや自分ができることを大切にすることを学ぶことができた。

講師：現車いすバスケッ
ト
日本選手２名来校

63 県央 小６
総合的な
学習の時

間

卒業へ向けて
「人権擁護委員
の話」

　人生の先輩を講師に招き、小学校卒業を迎える今の自分の生き方を考える学習に取り組
んだ。人権擁護委員の講師から、自分が生まれてきた意味、身の周りの人権について考
た。
　児童の感想には、「生きる大切さを教えてもらった。」「自分も人権擁護委員になって
みたい」などの感想があった。

講師：人権擁護委員

64 県央 小４
総合的な
学習の時

間

防災について地
域とともに考え
よう

　災害発生メカニズムと我が国の国土や県内（地域）の地形・気候の様子等から、地域で
起こりやすい災害や過去の災害について理解し、安全な行動をとるための判断に生かすこ
とができる。
　また、減災や災害後に役立つものについて理解することを目標に学習した。
　また、防災センターへ見学に行き、実際に災害が起きた時の備え方について、体験をと
おして学ぶことができた。

海老名市防災テキスト

内閣官房内閣広報室
（インターネット）等

65 県央 小６
総合的な
学習の時

間

防災教育
「身近な防災に
ついて考えよ
う」

　災害にはどんなものがあるか学び、その中から自分にとって最も対策が必要な災害につ
いて、調べ学習を進めた。児童はそれぞれ、地震、津波、台風、洪水、土砂崩れ等を選択
した。情報を発信する相手を決め、相手に合わせて発表の準備を行った。一緒に住む家
族、遠くの祖父母、地域の方、低学年の児童、友達等に向けて、その災害によってどのよ
うな被害が出るのか、避難の仕方、注意点、これから私達がすべきこと等をまとめ、発信
した。どの児童も、災害時に命を守る行動を第一に取ることが重要だと気付き、相手に伝
えていた。発表を聞いた保護者の方からは、早速非常持ち出し袋の中身を確認した、等の
コメントをもらった。

　支給されたパソコンを
活用し、スライド作りを
行った。作成したスライ
ドをクラスルームに貼っ
て共有し、家族・クラス
の友達等に向けて発表す
ることができた。



66 県央 小４
総合的な
学習の時

間

「福祉を知ろ
う」

　福祉について理解を深め、障がいのある方やお年寄りと共に生きることについて学ん
だ。グループに分かれ、身体的な障がい、視覚障がい、聴覚障がい、お年寄りの方、それ
ぞれの困り感について、理解を深めた。そして、困難を取り除く為、身の回りでどんな工
夫がされているか学んだ。バリアフリーや介助犬、施設の工夫等を調べたり、体験活動を
行ったりした。車いす体験、老人セット体験、耳栓による聞こえない体験、目隠しをして
ブラインドウォーク体験、点字を打ち読む体験、手話の学習を行った。最後は、友達や保
護者に向け、グループ発表を行った。児童は、手を取り合い、共に生きることの大切さを
学ぶことができた。

67 県央 小３
総合的な
学習の時

間

防災教育「地震
から自分を守
る」

　地震はどうして起きるのか。まずその仕組みを知るためにNHKフォースクールの番組か
ら情報を得た後、教室にいる時や自宅で地震に起きたらどのような危険が起こるのか図上
演習で想定して考えさせた。校内の防災設備について校長の講話を聞いたり防災備蓄倉庫
探検をして調査活動に取り組ませたりした。今後家族の役に立つ防災グッズや知恵をまと
め発表しようとする声が児童から上がっている。

68 県央 小４
総合的な
学習の時

間

防災教育
「防災に学ぶ」

　事前に聞き取りをすると、災害や防災という言葉を聞いたことはあっても、実際に大き
な災害を体験した児童は非常に少なかった。そこで、社会科の学習と関連付けて防災備蓄
倉庫を見学したり、非常持ち出し袋の中身を考えたりするなど、イメージしやすい事柄か
ら学習を始めた。また、各家庭に協力してもらい、防災に関する家族の取り組みをまとめ
る学習も行った。学習を進めるにつれて、災害や防災を「自分事」として捉えたり、命を
守るために自分にできることを考えたりする姿が見られるようになった。

社会「地震にそなえるま
ちづくり」

69 県央 小４
総合的な
学習の時

間

キャリア教育
「香り」を通し
て自分を見つけ
よう

　バラの自然香料を調合し、一人一つオリジナルの香りを創る体験を行った。３種類の異
なる香りを嗅いで想像したことや色、ものなどを絵で表す活動を通して、想像したことを
友達と伝え合い、感じ方の違い（個性）を楽しんで共有する姿が見られた。講師の先生の
話の中で「自分にとって香りは生きる希望を与えてくれたものだ」という話を伺い、人や
ものへの思いやりをもつことや感謝の気持ちをもつことの大切さを知ることができる体験
ができた。

講師
有限会社メイリリィ代表取締
役、フレグランスデザイ
ナー、一般社団法人ブルガリ
アンローズ文化協会代表理事
４年（感染予防のため各学級
で実施）
教材　自然香料

70 中 小６
総合的な
学習の時

間

環境教育
「学区の生き物
調査をして、環
境について考え
を深めよう」

　昨年度の総合「自分たちの水田を作り、米作りをしよう」では、学区にある農商高校の
水田を見学し、農業のプロとして農商高校の教諭を講師とし、米作りの質疑・助言をいた
だいた。その際、用水路や金目川との関わりや水田に関わる生き物についても学んだ。
　今年度は、水田や用水路、金目川に住む生き物について実地調査を行い、学区の環境や
生態系について探究活動を深めた。
　河川の水による生態系の豊かさや災害についても考え、自分たちも含めた命の関わりと
大切さについて学ぶことができた。
　川を汚さないためにできることを考え、取り組む姿が見られた。

講師として、神奈川県立
平塚農商高校の教諭を依
頼し、生態系や農作物の
関わりなどについて講演
していただいき、学区の
環境について学ぶことが
できた。



71 中 小３
総合的な
学習の時

間

福祉体験を通し
て、障がいにつ
いて理解しよう

　福祉体験学習（高齢者疑似体験、車いす操作法体験、点字体験、誘導法体験、視覚障が
い者の講話、盲導犬との関わり）を４日間に分けて行った。どの体験にも子どもたちは真
剣に取り組み、学習したことをメモしたり、分からないことを質問したりしている姿が見
られた。高齢者疑似体験では一人ひとりセットを装着し、廊下を歩いたり、落ちている
カードを拾ったりした。廊下を歩いている途中でセットが重くて座り込んでしまう児童、
背中を丸めて歩くのが疲れてしまってセットを取ってしまう児童も見られ、「おじいちゃ
んが重たいものを持っていたら、かわりに持ってあげようと思った。」と、高齢者の大変
さや関わり方を学ぶことができた。

・平塚市視覚障害者協会
・NPO法人働く犬を支援する
会
・ボランティア団体「平塚
点訳赤十字奉仕団」
・平塚市社会福祉協議会ボ
ランティアセンター

72 中 小３
総合的な
学習の時

間

命について考え
る

　殺処分されるのら猫たちを救うために活動している団体の方に話を聞いた。「人間と同
じ命なのに差があっていいのか」と、猫たちを救うために、捨て猫・のら猫を保護し、去
勢・避妊手術の後、譲渡会を開いて里親を探したり、地域猫として生活できるようにした
りしている。
　動物愛護センターはかつて殺処分をする場所だったが、地域・団体と協力して殺処分ゼ
ロを目指して活動し、実際に神奈川県は殺処分ゼロとなっている。
子どもたちは「なぜ去勢・避妊手術のような痛い思い・かわいそうなことをするのか」と
いう疑問を持っていたが、話を聞き、ただ欲しいだけで命を飼うべきではないということ
を実感することができた。

（講師）
平塚のら猫を減らす会職
員
動物愛護センター職員

73 中 小６
総合的な
学習の時

間

防災教育
「過去の災害か
ら学び、未来の
大地震に備え
て、今12歳の私
たちにできるこ
とやるべきこ
と」

　大きな災害が起きた時、避難所で生活をすることになる。その際にどのような生活にな
るのか、児童が体験した。まず、体育館全面を使い、マットやコーン、段ボールを用い
て、避難所における自分のスペースを確保させた。その後、５分おきに、避難者が増えた
ことを想定して、体育館の使うことのできる範囲を半面、４分の１…と狭くしていき、最
後には子どもたち28人がギリギリ入る範囲まで狭めた。そこでクロームブック等を用いて
普段の生活を実施してみると、「隣の人が見ている動画の音が迷惑だから、音を考える必
要がある。」、「限られている範囲の中でどのように生活すればよいのかな。」など避難
所生活に関して具体的なイメージをもって考えることができた。

事前に子どもたちは
過去に大地震が起きた際
の避難所生活について調
べ、興味をもっていた。

74 中 小４
総合的な
学習の時

間

カイコを育てよ
う

　５月から７月まで小さな卵からカイコを育てた。桑の葉を持ってきたり、大きくなって
きた時には仕切りを作ってその成長を見守った。成虫にせずにそのまゆを昔から着物など
にして生かされ、人々の生活を豊かにしてきたことを学ぶと同時に命を継がれていくこ
と、まゆは大切の命を継ごうと思ったものとして大切にしていくことを学んだ。身のまわ
りでも沢山の命がある。それらを今一度ふりかえる機会にもなった。※道徳学研「ウミガ
メの命」でも自然愛護として学習した。
　２学期になりカイコのまゆのマスコットづくりをして家に持ち帰った。

横浜シルク博物館
道徳学研「ウミガメの
命」理科「ひょうたんを
育てよう」



75 中 小６
総合的な
学習の時

間

冬野菜を育てよ
う

　自分たちで育てたい野菜を決め、土作りから種まきや苗植えを行った。野菜の成長を楽
しみにしながら毎日世話をしていた。収穫前に野生動物に食べられてしまうこともあり、
農業の大変さを実感していた。そのため、収穫した野菜だけでなく、間引いた小さな芽や
実も無駄にせず調理して食べた。子どもたちは収穫の喜びだけでなく、感謝の気持ちも文
章やつぶやきで表現していた。

１２月より小６、小５で
活動を行う

76 県西 小複合
総合的な
学習の時

間

ウミガメの命を
守ろう

　以前、学区の海岸で「ウミガメの赤ちゃんが孵化した。」という情報があったことを
きっかけに、海のゴミがウミガメなど生き物の命を脅かしていることを学んだ。
　今年度は環境美化委員会を中心に「ウミガメが来られる海岸にしたい。」という思いか
ら、毎月一度、海岸清掃を計画し、縦割りのグループで全校一斉の海岸清掃をした。子ど
もたちは「ウミガメの命を守ろう。」という思いをもち、総合学習などでのSDGｓの考え
方とも関連させながら、命について知識と体験を結びつけて学ぶことができた。

・各担任
・環境美化担当

77 県西 小３
総合的な
学習の時

間

大井の宝
「大根を育てよ
う」

　過去の３年生の取組から、地域で栽培されている大根を育てたいという願いをもち、農
家の方に栽培方法を教えていただき、種まきをした。苗が育った頃、葉が虫に食べられて
いることに児童が気付いた。児童の中には昆虫好きもいて、虫の命を奪いたくないが大切
な大根を守りたい。そこで自然の物を利用した虫よけの薬を作ることを考えた。調べる
と、唐辛子、焼酎などを混ぜた液を、虫は嫌って寄り付かなくなることが分かった。「唐
辛子農薬」と名付けたこの液を噴霧し、虫の命も大根も守ることができた。

地域の大根農家の方に栽培
方法の指導を受けた。
タブレットを活用し、無農
薬栽培のための虫よけの作
り方を調べた。

78 県西 小４
総合的な
学習の時

間

環境保全
「河川のごみも
海洋ごみ」

　酒匂川の河川内のごみの現状に気付き、調べる中で海洋ごみの問題を知った子どもた
ち。生態系に影響を及ぼしていることや、ごみを食べてしまった魚を人間が食べている事
実に驚き、いのちの大切さについても確認ができた。
　生き物との共生をめざして、一人ひとりができることを考えた。ごみの持ち帰りや海洋
ごみの被害の実態などを啓発する活動を行うことができた。

・海洋ごみの実態の書か
れた新聞記事
・海洋ごみに関するホー
ムページ各種


